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管内概要
　静岡森林管理署は、富士川以西の「静
岡森林計画区」と、富士川以東の「富
士森林計画区」を管轄区域とする、11
市５町に広がる国有林約 4.7 万ヘク
タールを所管しています。
　管内の国有林には、ユネスコの「世
界文化遺産」である富士山や「南アル
プスエコパーク」に登録された光岳が
あり、その価値が国際的に高く評価さ
れています。当署ではこうした貴重な
国有林を森林生態系保護地域をはじめ
とする保護林に設定し、厳正に保護・管理しています。特に、世界的観光地として海外か
らも多くの登山者や観光客が訪れる富士山国有林では、レクリエーション機能向上のため
森林景観の整備等の取組も推進しています。
　また、管内国有林は糸魚川静岡構造線が走るなど地質構造が複雑で、大規模な崩壊地が
多いことから、その対策として治山事業に積極的に取り組んでいるほか、民有林も含めた
林業の課題である低コスト化に向けた先導的な取組等、幅広く事業を行っています。

所 在 地 静岡県静岡市葵区駿府町１－ 120
区 域 面 積 	400,919ha
う ち 森 林 面 積 	264,364ha
国 有 林 	 46,787ha

管轄区の関係市町村 11 市 5 町　静岡市、富士宮市、川根本町、
小山町ほか

静岡森林管理署管内図

　富士山は、世界遺産、観光地、信仰の山、きれいな湧水の水源等、多くの価
値を有しているため、県や市町、地域、ボランティア団体等の様々な機関が多
様な目的のもとで活動しています。当署では、こうした関係機関等との連携を
深め、富士山国有林が「国民の森林」として持続的にその役割を発揮できるよ
う整備・保全に取り組んでいます。
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富
士
山
国
有
林
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
の
取
組

　

富
士
山
麓
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
が
激
し
く
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
静
岡
県
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
や
植
生
の
荒
廃
対

策
と
し
て
、
計
画
的
な
管
理
を
推
進
す
る
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
を
策
定
し
、
適
正

目
標
生
息
密
度
を
１
〜
２
頭
／
㎢
に
設
定
し
、
個
体
数
の
調
整
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
現
状
と
し
て
当
地
域
全
体
の
生
息
密
度
は
23
・
５
±
４
・

７
頭
／
㎢
（
平
成
22
〜
24
年
度
調
査
）
と
推
定
さ
れ
、適
正
密
度
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
署
に
お
い
て
も
国
有
林
を
良
好
な
状
態
に
維
持
管
理
す
る

上
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
地
域
の
国
有
林
は
富
士
裾
野
の
広
大
な
緩
傾
斜
地
に
あ
り
、
周
辺
に
は
民
間

の
牧
草
地
や
自
衛
隊
の
東
富
士
演
習
場
等
が
連
な
る
こ
と
か
ら
、
広
範
囲
に
わ
た

り
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
生
息
、
移
動
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
署
で
は
、
県
や
市
町
、
猟
友
会
、
研
究
者
等
と
連
携
を
密
に
し
、

カ
メ
ラ
等
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
成
果
を
踏
ま
え
た
捕
獲
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
か
ら
は
、
餌
付
け
を
し
誘
引
し
た
群
れ
を
ラ
イ
フ
ル
で
狙
撃
す
る
効
率

的
な
手
法
を
全
国
に
先
駆
け
て
取
り
入
れ
た
ほ
か
、
く
く
り
罠
等
を
併
用
し
た
捕

獲
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
・
２
）

　

ま
た
、
隣
接
す
る
自
衛
隊
演
習
場
の
協
力
を
得
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
演
習

場
内
の
一
部
で
も
捕
獲
が
開
始

さ
れ
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
捕

獲
圧
を
高
め
る
取
組
を
推
進
し

て
い
ま
す
。（
写
真
３
）

　

今
後
は
、
適
正
な
生
息
密
度

に
で
き
る
限
り
早
く
誘
導
し
て

い
く
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
一
層
深
め
、
捕
獲
時
期
や

捕
獲
エ
リ
ア
の
拡
大
の
ほ
か
、

技
術
・
体
制
両
面
か
ら
さ
ら
に

効
率
的
、
効
果
的
な
捕
獲
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
富
士
山
を
守
る
取
組

　

富
士
山
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
平
成
８
年
の
台
風
17

号
に
よ
る
富
士
山
麓
の
約
７
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
甚
大
な

風
倒
被
害
に
対
し
、
当
時
の
東
京
営
林
局
が
国
民
参
加
に
よ
る

復
旧
を
計
画
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
か
ら
20
年
が
経
過
し
た
現
在
も
そ
の
活
動
は
継
続

さ
れ
、
平
成
27
年
度
は
約
20
団
体
に
よ
り
、
年
間
を
通
じ
植
栽

木
の
保
育
や
シ
カ
対
策
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
森
林
づ
く
り
を
体

験
し
、
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
富

士
山
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
多
く
の
方
々
に
森
林
づ
く

り
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
最
近
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
増
加
は
、
こ
れ
ら
の
植
生
回

復
の
活
動
に
お
い
て
も
、
補
植
や
シ
カ
柵
の
設
置
等
の
対
策
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
作
り
出
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
森
林
再
生
の
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
当
地
域
の
民
有
林
で
も
同
様
で
あ
り
、

当
署
で
は
、
富
士
山
国
有
林
の
豊
か
な
森
林
生
態
系
を
守
り
育

て
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
民
有
林
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害

の
軽
減
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
被
害

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子供達を対象とした森林教室

誘引捕獲での餌付け
くくり罠の設置

自衛隊との現地検討会
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